
奥田名誉教授より、野口英世の言葉とともに力強いメッセージをいただきました。	
	

感染拡大を抑えるため3密を避けることが定着し、ソーシャル・ディスタンスが強調 され、その成果が上がっ

てきています。しかし、4月14日のScience誌には、ソーシャル・ ディスタンスは2022年まで、場合によっては

2024年まで続ける必要性があると発表され ています。厳しい状況の中で野口英世「困難な時こそ立ち向か

え」が聞こえています。 歯科医療や口腔ケアに支えられるオーラスヘルスは、感染リスクを低下させ重症化

を防 ぐ役割があると信じています。	

　　　　　　　　新型コロナウイルスのパンデミックからオーラルヘルスを考える	
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　感染予防ワクチン開発	

第一次世界大戦中の１００年前スペインインフルエンザのパンデミックは当時の過半数が罹患して免疫を

獲得したことによって２年後に終息しました。	
人類が叡智を結集して一日も早くワクチンを開発しなければなりません。感染を抑え、第２波の感染爆発を

制御するためにはワクチンを凌駕する手段はありません。人類の感 染症との闘いに終焉はないことから、

ワクチン備蓄が無駄になることがあったとしても、 あらゆる準備に取り組まなければなりません。	

「困難な時にこそ立ち向かえ」　　

人類愛に生き、感染症と戦い命を落とされた野口英
世先生。先生が私たちに語りかけておられます。 
　全てから逃げたら、歯科界の信頼は落ちるところ
まで落ちます。東京歯科卒業生は血脇イズムの熱い
ハートをもち、痛がっている歯科患者から逃げるこ
とはせず、歯科医療に誇りを持とうと呼びかけてい
ます。長いトンネルでも出口は必ず有ります、乗り
切りましょう。 
　そして、歯科界に今こそ血脇イズムも必要です。 
　「歯科医師である前に人間たれ」と・・・。 
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						Inherently refined and graceful
   the esprit de corps of the school
   �ill live and last for  million a year.
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診療に関しましては厚労省の通知等を踏まえ、歯科医師としての判断と責任のもと、ご対応をお願いいたします。	
	


